
（1） 

 

市教研造形部会 

第 2学年 図画工作科学習指導案 

展開場所    図工室 

１  題材名 わくわく おはなし ゲーム ～すごろくゲームをつくろう～(工作) 

 

２ 題材について 

本題材では、身近にある材料を使って、楽しく遊ぶゲームを、お話を自由に想像し、考えながらつくっていくも

のである。ここでは、材料の形や色などに気付きながら、表したいことや表し方を工夫して、すごろくゲームをつ

くっていく活動を行う。そこで、材料をたくさん集めたり、触れたり、試したりしながら、お話に合う飾りを工夫する

ことができるよう手立てを考えていくようにする。また、つくったすごろくゲームは、友達や家族と実際に遊ぶこと

をイメージさせ、人との関わりも意識し、つくり出すことを楽しいと感じられる活動にしていきたい。 

本題材は、学習指導要領の目標（２）「造形的なおもしろさや楽しさ、表したいこと、表し方などについて考え、

楽しく発想や構想をしたり、身の回りの作品などから自分の見方や感じ方を広げたりすることができるようにす

る。」及び（３）「楽しく表現したり鑑賞したりする活動に取り組み、つくりだす喜びを味わうとともに、形や色など

に関わり楽しい生活を創造しようとする態度を養う。」を受けて設定している。この目標を受け、内容「A 表現」

（１）イ「絵や立体、工作に表す活動を通して、感じたこと、想像したことから、表したいことを見付けることや、好

きな形や色を選んだり、いろいろな形や色を考えたりしながら、どのように表すかについて考えること。」を指導

の重点とする。 

本題材では、３つの手立てを設けた。１つ目に、今回の題材では、ゲームの種類をすごろくゲームに限定し

た。すごろくゲームは、スタートから、いくつかのますを進ませて、ゴームにたどり着くという特徴がある。１年生の

算数ですごろくゲームに取り組み、全員が遊ぶ楽しさを経験しているため、児童が製作するイメージをもちやす

いことが設定した理由である。ただ、学習で取り組んだすごろくゲームは、数字が書かれたますを進ませるシン

プルなもので、ゲームとしてのおもしろみや工夫はない。児童が「こんな作品にしたい。」と発想のきっかけとな

るよう、休み時間に、進むや戻るなど動きがあるもの、宝を見付けるなどの目的があるもの、物語の設定になっ

ているものといった様々な種類で遊ばせ、イメージをふくらませたい。２つ目に、材料を集めるように児童に促す

際に、「形や色が様々なもの」を集めるように呼び掛けておき、材料に興味をもって活動が始められるようにす

る。材料は、各自が集めるものの他に、自由に使えるものを材料置き場に置いておくことで、失敗を恐れる児童

も安心して製作できる環境をつくる。そして、材料の形や色から発想をもつ楽しさを味わわせるために、様々な

材料に触れて、その材料が何に見えるか、組み合わせてどんなことができるのか、考えたり試したりする時間を

十分にとる。「黒い箱だから、宇宙のお話にしよう。」「トイレットペーパーの芯がトンネルみたいだから、くぐり抜

けてゴールというお話にしよう。」など、材料の形や色に着目することで、お話を思い付いたり展開の仕方を広

げたりできることに気付き、すごろくゲームを立体的につくるイメージをもちやすくなると考えた。３つ目に、自分

の作品が完成するまでの過程は、ギガタブで記録する。「今日のおすすめポイント」として、形や色を工夫した

部分や気に入っている部分を記録に残していくことで、作品への愛着をもたせる。また、何をつくろうか悩んで

いる児童の中がいると予想されるので、製作のヒントと得る手段の一つとして活用できるように、記録したもの

は相互閲覧できるようにする。題材は、友達同士で遊ぶことができるので、言葉で伝えることが難しい児童も

遊びを通して自他の作品のよさを共有できたり、表現することの楽しさを感じたり、より発想を広げたりできる

ように適宜遊びの時間を設ける。児童が気付かない材料の工夫や、お話の世界に広がりがある児童は、教師
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が写真に撮って紹介する。 

これらの３つの手立て（題材をすごろくゲームに限定したこと、豊富な材料に触れながら製作できる環境づく

りを行ったこと、鑑賞の仕方を工夫したこと）から、本学級の児童が、安心して製作に取り組めるようにしたい。

そして、二年生なりに自分の力で製作を進めることができた経験を味わわせ、他の題材においても、自分で製

作に取り組める児童の育成へと繋げていきたい。 

 

３ 題材の目標 

 （１）お話を考えながらみんなで遊ぶゲームをつくる中で、材料の形や色などに気付き、道具や接着の仕方を

工夫して表すことができる。                                                   （知識・技能） 

 （２）想像したお話に合う材料の形や色を基にして、どのように表すかを考えたり、ゲームがおもしろくなるよう

に自分の見方や考え方を広げたりすることができる。                          （思考・判断・表現） 

 （３）楽しくみんなで遊ぶゲームを、お話を考えながらつくる学習活動に取り組み、つくりだす喜びを味わうとと

もに、形や色などに関わり楽しい生活を創造しようとすることができる。 （主体的に学習に取り組む態度） 

 

４ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇みんなで遊ぶゲームを、お話を

考えながらつくるときの感覚や行

為を通して、いろいろな材料の形

や色などに気付いている。 

〇はさみ、のりなどの接着剤などに

十分に慣れるとともに、手や体全

体の感覚などを働かせ、表した

いことを基に表し方を工夫して

表している。 

（創造的な技能の内容） 

〇お話を想像したことから、表し

たいことを見付け、それに合う材

料を形や色から選んだり、好き

な材料の形や色を基にお話を

どのように表すか考えたりして

いる。 

〇遊ぶなどして、お話の出来事の

続きを想像したり、おもしろく変

化させたりするなどして自分の

見方や考え方を広げている。 

（発想・構想・鑑賞の能力の内容） 

 

〇楽しくみんなで遊ぶゲームを、お

話を考えながらつくる学習活動

に取り組み、つくりだす喜びととも

に、形や色などに関わり楽しい生

活を創造しようとしている。 

    (学びに向かう力，人間性等) 

 

５  指導と評価の計画（６時間扱い） 

時間 ねらい・学習活動 

評価の観点、評価の方法等 

備考 知      技 思 態 

知識 技能 発想や構想 鑑賞 

※時間外 

休み時間 

 

７月 

 

 

・休み時間に、すごろくゲ

ームを行い、遊びの楽し

さに触れる。 

・教科書を参照にしなが

ら、学習の見通しをも

つ。各家庭に材料集め

     ・すごろくゲームの楽しさ

を感じさせるために、皆

で遊ぶ。 

・夏休みに材料集めがで

きるように、立体的にす

ごろくゲームをつくるこ
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9月 

のお願いの文書を配付

する。 

・「まどをひらいて」の題

材で、筒状の紙を立て

るために、先に切り込み

を入れるなどのはさみ

の工夫の仕方、はがれ

ないようにのりを正しく

使うこと等を確認する。 

 

とを知らせる。 

 

・抵抗感なく道具を使え

るように、道具の使い方

を教えたり、普段の学習

で使う機会を増やした

りする。 

 

1 

・教師がつくった参考作

品を見ながら、立体的に

すごろくゲームをつくる

手順を確認する。 

・様々な材料を手に取り、

試す中で、自分のつくり

たいすごろくゲームのテ

ーマをもつ。 

・土台となる箱の組み立

て方も考える。 

 

  〇 

観察 

ワークシート 

 ◎ 

 

・１時間目は「思考・判

断・表現」と関連付けて

「主体的に学習に取り

組む態度」の視点で児

童の学習状況を把握

し、指導に生かす。 

・作品のイメージをもたせ

るために、材料に触れる

ように促す。 

2 

3 

（本時） 

4 

 

・材料の形や色に目を向

けながらすごろくゲーム

をつくる。 

・適宜、鑑賞時間を設け

て、作品を見合ったり皆

で遊んだりする。 

 〇 ◎ 

観察 

対話 

 

〇  ・2.3.４時間目は、「知

識・技能」と「思考力・

判断力・表現力等」の

視点で児童の学習状況

を把握する。 

・発想を広げるために、

色々な材料に触れなが

らお話を考えたり、材料

の組み合わせ方を試し

ながらつくったりする。 

・材料の使い方に気付か

せるために、皆で遊ぶ。 

・自他の作品のよさを共

有できたり、表現するこ

との楽しさを感じたり、よ

り発想を広げたりできる

ように適宜鑑賞時間を

設ける。 
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5 

 

・すごろくゲームのイメー

ジに合わせて駒をつくっ

たり、箱の周りを飾り付

けたりする。 

◎ 

観察 

対話 

作品 

〇 〇   ・５時間目は「知識・技

能」の視点で児童の学

習状況を把握する。 

 

6 

・完成したお話すごろくゲ

ームで遊ぶ。 

 ◎ 

作品 

 ◎ 

対話 

ワーク

シート 

〇 ・自他の作品のおもしろ

いところや楽しいところ、

表現の工夫を見付けら

れるように、すごろくゲー

ムで遊ぶ。 

 

 

６ 材料と用具 

材料 用具 

空き容器・・・・・・・・・・ 

ふた類・・・・・・・・・・・・ 

ひも類・・・・・・・・・・・・・ 

針金・・・・・・・・・・・・・・ 

雑貨・・・・・・・・・・・・・・ 

紙類・・・・・・・・・・・・・・ 

発泡スチロール類・・・ 

お菓子の紙箱、ゼリーの容器等。 

ジュースやビールびんのふた等。 

リボン、毛糸等。 

モール、おしゃれなはりがね等。 

ボタン、わた、ストロー等。 

キャンディーなどの包み等。 

食品のトレイ、ミニカップ麺の容器など。 

 

・セロハンテープ          

・のり 

・木工接着剤 

・はさみ  

 

 

 

 

  



（5） 

 

７  本時の指導 

（1） 本時の目標 

〇つくりたいイメージに合う材料を見付けたり、材料からお話を想像したりしながら、作品づくりを進めるこ

とができる。                                                          （思考・判断・表現） 

 

（2） 展開（３／６） 

学習活動と内容 教師の支援と評価（◆） 資料 

１  本時のめあてをつかむ。 

材料の形や色に目を向ける

ことを確認する。 

・トイレットペーパーの芯の穴

を生かしてトンネルをつくっ

ているね。 

・赤いカップを炎に見立ててい

るね。 

 

 

２  つくりたいイメージに合う材

料を見付けたり、材料からお

話を想像したりしながら、作

品をつくる。 

・カップを繋げて、電車のよう

にしよう。 

・川を跳び越えられるように、

ジャンプ台をつけたいな。 

 

 

 

 

 

 

４  ギガタブで「今日のおすすめ

ポイント」を写真に撮り、記

録する。 

  ・カップを使って宝箱をつくっ

たよ。 

〇材料の形や色の特徴に目を向けることを確認する

ために、児童の作品をいくつか紹介する。 

〇完成した作品で楽しく遊べるように、丈夫につくる

ことを伝える。 

 

 

 

 

 

 

〇材料の組み立て方に不安を抱く児童には、試しに

マスキングテープや洗濯ばさみで材料を仮止めし

て、イメージ通りか確認することを伝える。 

 

〇何をつくろうか思いつかず、悩んでいる児童には、

友達の作品を作っている様子を見に行ったり、友

達が「今日のおすすめ」としてギガタブに保存して

いる資料を閲覧したりすると製作のヒントが得ら

れることを伝える。 

 

◆つくりたいイメージに合う材料を見付けたり、材料

からお話を想像したりしながら、作品づくりを進め

ている。                  （思考・判断・表現） 

 

〇材料の形や色を工夫した部分を撮影するように伝

える。 

 

〇材料の見方や考え方を広げさせるために、撮影が

終わった児童には友達の作品を見るように促す。 

 

〇形や色を生かした材料の使い方を共通理解する

ために、全体の前で紹介する。 

・大型テレビ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・マスキングテープ 

・洗濯ばさみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ギガタブ 

 

 

 

ざいりょうをくふうをして、楽しいすごろくゲームをつくろう。 
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（３）場づくり 

  図工室で行う。横壁にはつくり方等を確認できる掲示物を貼ったり、見本を置いたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）グループごとに配る材料 

・両面テープ ・マスキングテープ 

 

（５）場づくり（場づくりにおける諸注意) 

〇１グループ３、４人でグループを組む。グループは、実態に応じて教師側で組む。 

〇紙袋に児童一人一人が持ってきた材料を入れるようにする。完成した作品は教室の棚に置く。 

〇「自分は使わないが、他の人が使えるかもしれない」というものは、材料置き場に持っていくように伝える。 

 

 

 

 

   

 

２班 

(４人) 

1班 

(４人) 

４班 

(４人) 

７班 

(４人) 

８班 

（４人) 

５班 

(４人) 

 

 

 

 

材料 

置き場 

３班 

（４人) 

９班 

（３人) 

６班 

（４人) 


